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病患者は、初診時の空腹時血糖150mg/dl (Autoanalyzer 法) 以上の者で感染症、妊娠、明らかな肝機
能障害、醇疾患及び他の内分泌疾患などを認めないものを選んだ。これらの糖尿病患者は、スルフォ
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ニール尿素剤によって、治療を開始され治療開始後、第 4 週ないし第 8 過の聞に空腹時血糖値が、 2
回以上120mg/dl 以下になった症例をスルフォニール尿素剤有効例と判定し、同じ期間に空腹時血糖




空腹時血糖値、血清尿素窒素及びP S P (15分値L これらの検査項目のうち身長及び体重は、 1目前指
数で表わし、既往最大』目前指数と受診時の肥満指数との差を体重減少指数とした。したがって、データ
として用いた項目は年令、糖尿病擢病年数、既往最大』目前指数、体重減少指数、収縮期血序、拡張期血圧、




(2河本重減少が少ない、 (3)既往最大体重が大きい、 (4)血清コレステロール値が低い、 (5) 空腹時血糖値





























なお、この場合の重相関係数は、 o.86(P <0.01) で十分な精度を出した。

















2 、 3 の臨床データから直観的に行なわれていた治療法の選択を客観的かつ計量的に決定する段階
にまで発展させた研究として、臨床上大きな価値を有すると考えられる。
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